
 

 

 

『ごちそうさま』  

accototo ふくだとしお＋あきこ （大日本図書） 

 

ごちそうさまは、しょくざいやつくってくれたひとに

かんしゃをこめていうことばです。ごはんをたべている

こどもが、にんじんは、どうやってできるの？おみそは、

どうやってできるの？とききます。 

おかあさんは、こどもに、どうこたえるのでしょうか？ 

 

『いただきます ごちそうさま』  

たけうちちひろ （ＢＬ出版） 

 

イモムシが大きなキャベツを「いただきます」。ぱりぱ

りむしゃむしゃ、「ごちそうさま」。ヘビがたまごを「い

ただきます」。あーん、ごくり、「ごちそうさま」。 

つぎはどんなどうぶつの「いただきます」「ごちそうさま」

かな？ 

 

『なにができる？』 キボリノコンノ （ＰＨＰ研究所） 

 

いろいろなかたちをしたきのかたまりが、どんどんか

たちをかえておいしそうなたべものにだいへんしん！ 

「１つのき」はつやつやプルプルのゼリーに、 

「２つのき」「３つのき」・・・・なにになる？  
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『おふろおじゃまします』 たしろちさと （文溪堂） 

 

どうぶつたちは、みんなおふろがだーいすき！どの

おふろもすべてみりょくてきです。 

トロッコれっしゃにのってどうぶつたちのおふろに

はいりにいこう。 

『うかぶかな？ しずむかな？』  

川村康文/文、遠藤宏/写真 （岩崎書店） 

 

「えっ、これみずにうかぶの？」「しずむの？」

ワクワクしながらじっけんがすすんでいきます。 

めにみえないふりょくがようじにつたわるかがく

えほん。いくつ、あてることができるかな？ 

『ぼくのじゃがいも』  

ジョシュ・レイシー/作、モモコ・アベ/絵、 

みやさかひろみ/訳 （こぐま社） 

 

パパは【ペットのおじゃがくんだ】といい、アルベ

ルトにプレゼントとしてじゃがいもをわたしました。

さいしょはみむきもせずほうっておいたアルベルト。

ふと、じゃがいもをみると、なんともさびしそうにみ

えてきて。アルベルトは、じゃがいもとどのようなひ

びをすごすのでしょうか？ 



『あてっこ どうぶつずかん だれ』 

あべ弘士 （ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

 

トラとネコ「おおきいほうはだれ？」キツツキとリ

スとノウサギ「どんぐりを ほっぺにいれているのは

だれ？」 

あてっこしながらどうぶつのとくちょうをしろう！  

『あーっとかたづけ』 田中達也 （福音館書店） 

 

【あーっとかたづけ】といいながら、ほんとうにかた

づけなのか？どうなのかな？ 

とおもうほん。ほんをあけて、ほんのなかにはいって

みよう！  

 

『どうぞめしあがれ！』  

佐野・ブーゼルダ・マリア/原案、 

松田奈那子/文・絵 （ほるぷ出版） 

おいしいもの、うれしいこと、たのしいじかんをみんなで

わけあうくに。にほんからとおくはなれたすてきなくにをみ

なさんにしょうかいします！ 

『うみのたからもの』 たかおゆうこ （講談社） 

うみべにいったら、かいがらをさがそう。てのひら

にのせたかいがらを、じっとみたり、みみをすませて

みるとすてきなうみのものがたりがみえてきます。 



『ねぞうプロレス』 ひらぎみつえ （教育画劇） 

 

ひろしくんのねぞうをのぞいてみよう。おもちゃた

ちがねぞうになまえをつけておしえてくれます。みん

なのねぞうのなまえがあるかな？おとおさんとおかあ

さんにきいてみよう。 

『とってもすてきなおうちです』  

なかがわちひろ/文、高橋和枝/絵 （アリス館） 

あり、あおむし、くも、つばめ、ねこたちがおうちのじ

まんをしてくれます。ちいさなむしからはじまり、それぞ

れがすてきなおうちをもっているというおはなしです。し

ょくもつれんさのようすをみることができる。さいごに

は、ひとのいえもすてきというはなしになり、それぞれの

おうちがすてきというはなし。 


